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令和６年度第３回横浜町学校運営協議会を開催しました ～まだまだですが頑張ります！～ 

今月 21 日、今年度第３回目となる横浜町学校運営協議会を開催しました。今回は年度最終会。町にとっ

て初めて立ち上げた学校運営協議会では「よりよい学校・よりよい地域づくり」を目指すべく、毎回様々な

視点でテーマについて協議を行い提案や提言につなげてきました。しかし協議会の認知度はまだまだ低く、

行政会議や町ＨＰ等で情報発信しているにも関わらず、目立った成果に結び付いていないのが実情です。 

このことについて、今回の協議会では、「せっかく良い提言をしても多くの人に届かなければ意味が無い」

というご指摘があり、次年度からは、このコミュニティ・スクール便り「夢をはぐくむ」を、町ＨＰだけで

なく学校を通じて保護者に直接配布することにしました。 

まだまだ認知度が低い学校運営協議会ですが、理解の輪が広がるようこの先も活動に取り組んで参ります。 

 

今回の協議テーマ「ＰＴＡ組織は絶対に必要か」などなど・・・ 

今回は年度最終ということで３つの内容で実施。①「令和７年度町内小・中学校経営方針」 ②「ＰＴＡ

活動を考える ～ＰＴＡ組織は絶対に必要か」 ③「令和７年度の委員選任」の３つです。 

①について…通常新年度に入って行う経営方針説明ですが、校⾧の理解を得て前倒しで実施。委員からは

反対や修正を求める意見等は無く全会一致で承認となりました。この先新たに着任する校⾧が、余程大きな

内容変更等をしなければ、今回説明のあった経営方針は次年度に生かされます。 （※経営方針内容等は割愛） 

②について…「ＰＴＡ組織は絶対に必要か」については、あらかじめ全国的な状況や実例等をまとめた資

料等も使いながら横浜町の小・中学校ＰＴＡ活動の現状と今後について、何かを決めるとか結論を出すとい

うことではなく自由に幅広く意見を交換しました。出された意見や考えを集約し下述します。 

・学校としてＰＴＡ活動について何かが決まらないとか協力しないなどの困り感は全くなく、これまでの

勤務経験から見ても横浜は大変協力的でありがたい（小・中の校⾧教頭） 

・ＰＴＡ活動ではないが参観日の授業参観と学級懇談の間に行われる全体会の参加率が低い（小・中両方） 

・全体会について必要な情報の伝達方法を工夫するなど、廃止も含めて検討・改革する予定（小・中両方） 

・ＰＴＡ活動は親子と先生みんなで楽しむものではないか。そのあたりの若い親御さんや先生方の意識が

変わってきたのかな（委員） 

・「みんサポ」や「協働本部」の活動と、ＰＴＡとの連携がもっとできていけばよいが（委員） 

・児童生徒数がどんどん減少する中、子どもの有無に関係なくどの家庭・人でも参加・加入できるような

拡大ＰＴＡ的な仕組みを将来的に作っていく必要がある（委員） 

  ③について…委員選任時期にあたり今回教育⾧から以下の方針が示されました。（委員は４月中に選任予定） 

委員選任に関わる教育⾧方針 １ 自らの意見に責任を持ち日常生活においてその体現に努め、町民にも積極的

に協力を呼びかける意思のある者 ２ この協議会から出される意見や提言は、学校や教職員、児童生徒、町民と

の信頼関係があってはじめて成立する。陰で学校等の批判、誹謗中傷、特定の政治信条等への反映などを厳にしな

い者 ３ 年数回の貴重な協議会に可能な限り出席できる者 ４ 若い世代の活躍を応援することに賛同する者 

今回、「ＰＴＡ組織は絶対に必要か」がメチャ盛り上がりました。結論的には横浜町ＰＴＡは学校にとって

大変協力的でありがたいとのこと。すばらしい！ しかしこれをこの先どう続けるのか、やはり課題ですね。 


